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平成３０年第3回市議会定例会△

問合せ　議会事務局・内線2002まで。

※通常の会議時間は午前9時30分～正午、午後1時30分～ 5時です。
※手話通訳は１週間前までに申込み（ファクス 042-563-5926）ください。

開　催　日 会　議 内　容
9月4日㈫ 本 会 議 開会・議案の審議など
9月5日㈬～ 7日㈮
・10日㈪・11日㈫ 本 会 議 一般質問

9月13日㈭・14日㈮
・18日㈫ 常任委員会 付託案件の審査など

9月19日㈬・20日㈭ 決算特別委員会 平成29年度決算審査
9月25日㈫ 本 会 議 委員会審査報告など・閉会

「
も
し
も
」
に
備
え
て

東
大
和
市
総
合
防
災
訓
練

総合防災訓練に参加して、防災行動力の向上と
防災・減災意識を高めましょう。

月 日（ ）（雨天決行・荒天中止） 

午前 時～
市立第三中学校〔臨時駐車場：市立第六小
学校（台数制限あり）〕

できるもの：消火訓練、応急救護訓練、救出・
救助訓練、避難所体験訓練 等

できるもの：制服（警察・消防・自衛隊 等）
　　　　　　着用体験、備蓄食料試食 等
できるもの：市・関係機関の実働訓練、総合演習 

※当日は動きやすい服装、水分等持参でお越しください。
※今年度は災害協定に基づく被災状況調査のためにドロ
ーンが飛びます。
▷問合せ　防災安全課・内線１３５４まで。

▷期　　日

▷時　　間
▷場　　所

▷訓練内容

9
9 正午
2 日9

9 正午
2 日

参加
体験
見学

参加
体験
見学

参加
体験
見学

 

総合防災訓練
ＡＲ（拡張現実） 
で動画配信 
HP Reveal アプリをインストー
ルして、下の写真にスマートフ
ォンをかざすと、昨年度の総合
防災訓練のスライドを見ること
ができます。アプリのインスト
ールの方法等は、市のホームペ
ージをご覧ください。 

 

AR 

 

対処に時間的余裕がない事態が発生した場合
に、国が市の防災行政無線を自動起動し、緊急
情報を瞬時に伝達するシステムです。 

▷日時 ８月２９日㈬午前１１時ごろ 
▷放送対象地域 市内全域 
▷放送内容 市内の防災行政無線のスピーカー
から次の内容が放送されます。 

▷訓練予告 当日午前１０時４５分に防災行政
無線及び東大和市安全安心情報サービスにて事
前にお知らせします。 
▷問合せ 防災安全課・内線１３５３まで。 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
　　　全国一斉情報伝達訓練を実施します
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
　　　全国一斉情報伝達訓練を実施します
全国瞬時警報システムとは…全国瞬時警報システムとは…

◎訓練内容◎訓練内容

「～チャイム～これは、Ｊアラートのテストで
す（３回繰り返し）。こちらはぼうさい東大和
です。～チャイム～」

「～チャイム～これは、Ｊアラートのテストで
す（３回繰り返し）。こちらはぼうさい東大和
です。～チャイム～」

介
護
予
防
講
演
会
と

　
　市
長
と
語
ろ
う
会

　
　
　
　
　
　を
同
時
開
催
し
ま
す

　

地
元
の
農
家
の
方
々
が
丹
精

込
め
て
育
て
上
げ
た
こ
だ
わ
り

の
品
々
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

８
月
30
日
㈭

▽
時
間

・
整
理
券
の
配
布：午
前
11
時
30

分
〜
正
午

・
即
売
会（
３
個
口
の
み
）：
正

午
か
ら

※
即
売
会
は
整
理
券
の
番
号
順

◎
介
護
予
防
講
演
会
「
笑
っ
て

健
康
に
！
ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ
ー

の
す
す
め
」

　

大
道
芸
人
と
し
て
全
国
各
地

で
笑
い
を
提
供
し
て
き
た
「
た

っ
き
ゅ
う
さ
ん
」
が
、
大
道
芸

の
実
演
を
と
お
し
て
、
笑
い
と

介
護
予
防
に
つ
い
て
講
演
し
ま

す
。

▽
講
師　

た
っ
き
ゅ
う
さ
ん

〔
田
久
朋
寛
氏
（
大
道
芸
人
、

認
知
症
介
護
士
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
介
護
士
）〕

▽
定
員　

200
人
（
申
込
順
）

◎
市
長
と
語
ろ
う
会
（
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

　

講
演
会
後
に
同
会
場
に
て

に
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
入
口
前

ピ
ロ
テ
ィ
ー

▽
出
品
予
定
品
種

・
豊
水
：
果
汁
が
多
い

・
秀
玉
：
甘
く
酸
味
が
少
な
い

・
稲
城
：
実
が
大
き
く
甘
い

▽
主
管　

東
や
ま
と
産
業
ま
つ

り
（
農
業
部
門
）
実
行
委
員
会

▽
問
合
せ　
Ｊ
Ａ
東
京
み
ど
り

東
大
和
支
店
指
導
経
済
課
☎
042

─
561
─
４
３
８
３
へ
。

「
高
齢
者
の
健
康
寿
命
延
伸
と

地
域
の
さ
さ
え
あ
い
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
市
長
と
語
ろ
う
会

を
開
催
し
ま
す
。
市
長
と
の
意

見
交
換
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
市
長
と
語
ろ
う
会
の
事
前
申

込
は
不
要
で
す
。

〔
共
通
事
項
〕

▽
日
時　

８
月
21
日
㈫
午
前
10

時
〜
午
後
０
時
30
分

※
市
長
と
語
ろ
う
会
は
午
前
11

時
40
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
９
ま
で
。

梨 品評会・即売会

お待たせしました！ 

今年も開催！ 

梨
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現
在
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
お

持
ち
の
方
（
今
年
の
９
月
30

日
が
有
効
期
限
の
パ
ス
を
お

持
ち
の
方
）
で
、
10
月
以
降

有
効
な
新
し
い
パ
ス
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
別
表
１
の
更

新
会
場
で
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
費
用
・
必
要

書
類
は
別
表
２
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
７
月
末
現
在
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

に
は
、
８
月
下
旬
に
、
東
京

バ
ス
協
会
が
「
シ
ル
バ
ー
パ

ス
更
新
手
続
き
の
ご
案
内
・

更
新
申
込
書
・
更
新
窓
口
案

内
図
」
を
ご
自
宅
に
郵
送
し

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
８
月
・

９
月
に
購
入
さ
れ
た
方
は
、

パ
ス
購
入
時
に
、
常
設
発
行

窓
口
で
更
新
関
係
書
類
一
式

が
配
布
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
京
バ
ス
協
会

シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電
話
03

─
５
３
０
８
─
６
９
５
０
へ
。

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
結
婚
50
年
を
経
過
し
た
ご
夫

婦
（
昭
和
43
年
４
月
１
日
〜
昭

和
44
年
３
月
31
日
に
婚
姻
届
出

を
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
に
祝
状
を

く
ら
し・し
ご
と
応
援

セ
ン
タ
ー「
そ
え
る
」

医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

 
金
婚
祝
状
を

　
　 
贈
呈
し
ま
す

障
害
の
あ
る
方
の

介
護
者
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
す

業
等
に
よ
り
お
困
り
の
方
な
ど

▽
開
設
日
時　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・

内
線
１
０
８
１
ま
で
。

■
生
活
保
護
制
度

　

病
気
等
の
た
め
、
生
活
費
や

医
療
費
等
の
支
払
い
に
困
り
、

資
産
の
活
用
が
で
き
ず
、
ほ
か

か
ら
の
援
助
が
得
ら
れ
ず
に
日

常
の
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
時

は
、
生
活
保
護
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
世
帯
の
困
窮

の
程
度
に
応
じ
て
援
助
を
行
い
、

そ
の
世
帯
の
生
活
の
自
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
福
祉
課
・
内

線
１
１
４
５
ま
で
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制

度
と
健
康
に
対
す
る
理
解
を
一

層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

年
２
回
（
８
月
と
12
月
）、医
療

費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

が
、
平
成
30
年
５
月
に
医
療
機

関
等
で
受
診
し
た
際
の
医
療
費

と
６
月
に
柔
道
整
復
師
か
ら
市

に
対
し
て
請
求
の
あ
っ
た
療
養

費
の
全
体
額
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
た
だ
し
、
同
じ
人
が
同
じ

月
内
に
同
じ
医
療
機
関
等
に
か

か
っ
た
総
医
療
費
が
三
、
〇
〇

〇
円
未
満
の
も
の
は
除
く
）。

　

国
保
の
場
合
、
医
療
証
等
を

お
持
ち
で
自
己
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
る
方
を
除
き
、
医
療
費
の

額
の
う
ち
、
３
割
（
未
就
学
児

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
随
時
受
付
し
て

い
ま
す
が
、
祝
状
を
贈
呈
す
る

の
は
50
年
を
経
過
し
た
日
以
降

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
し
込
み

で
き
な
か
っ
た
ご
夫
婦
（
昭
和

42
年
４
月
１
日
〜
昭
和
43
年
３

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
出
を
さ

れ
た
ご
夫
婦
）
も
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
高
齢
介
護

課
（
市
役
所
２
階
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、戸

籍
の
全
部
事
項
証
明
書
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
３
か
月
以
内
に
発

行
さ
れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
介
護
者

（
ケ
ア
ラ
ー
）
が
情
報
交
換
や
、

不
安
や
悩
み
等
を
語
り
合
え
る

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
好
評
だ
っ
た
ヘ
ル
マ
ン
ハ

ー
プ
の
演
奏
会
も
行
な
い
ま
す
。

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
は
、
ダ
ウ
ン

症
の
方
も
演
奏
で
き
る
よ
う
に

作
ら
れ
た
楽
器
で
す
。
申
込
み

不
要
、
出
入
り
自
由
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
障
害

の
あ
る
方
を
介
護
し
て
い
る
方

▽
日
時　

９
月
21
日
㈮
午
前
10

時
〜
正
午

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
〜
と
ふ
る
多
目
的
集
会
室

は
２
割
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
は
１
割
か
ら
３
割
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
に
は
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
）
を
被
保
険
者
が
病
院
な
ど

の
窓
口
で
支
払
い
、
残
り
は
国

保
税
や
国
の
負
担
金
な
ど
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

３
割
負
担
の
方
が
三
、
〇
〇
〇

円
を
窓
口
で
支
払
っ
た
場
合
は
、

七
、
〇
〇
〇
円
を
国
保
が
負
担

し
て
い
ま
す
。

　

適
切
な
受
診
は
、
国
保
財
政

の
健
全
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国
保
の
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
申
請

等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
の
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

　

く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン

タ
ー
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済

的
な
こ
と
、
精
神
的
な
こ
と
、

家
庭
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
問

題
に
対
し
て
専
門
の
支
援
員
が

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金
と
し

て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、
離

職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽
支
援
の
内
容　

相
談
を
行
っ

た
う
え
で
、
ご
本
人
に
と
っ
て

適
切
な
窓
口
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

状
況
に
よ
り
、
相
談
員
が
支
援

制
度
・
手
続
き
等
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

※
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

ケ
ア
ラ
ー
交
流
会
、

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
演
奏
会
（
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
グ
レ
ー
プ
ソ
レ
ア

ー
ド
）

▽
参
加
費　

200
円
（
茶
菓
代
）

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
〜
と
ふ
る
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
─
516

─
３
９
８
２
、
フ
ァ
ク
ス
042
─

516
─
３
９
８
４
へ
。

有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分け
て排出してください。／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

シ
ル
バ
ー
パ
ス

　
更
新
手
続
き

別表１　シルバーパス更新
　　　　会場日程表

期　日 会　場

9月3日（月） 
　～6日（木） 

東大和市シルバ
ー人材センター 

9月7日（金） 奈良橋市民センター 

9月10日（月） 
清原市民センター 

9月11日（火） 

9月12日（水） 向原市民センター 

9月13日（木） 上北台市民センター 

9月14日（金） 桜が丘市民センター 

9月18日（火） 狭山公民館 

9月19日（水） 蔵敷公民館 

9月20日（木） 南街市民センター 

9月21日（金） 新堀地区会館 

9月25日（火） 
　～28日（金） 

東大和市シルバ
ー人材センター 

各会場とも受付時間は、午前10
時から午後4時までです。

心身障害者（児）医療費助成制度（○障医療制度）
　東京都が心身障害者（児）の医療費の一部を助成する制度（○障医療制度）の申請を
受け付けております。この制度を利用するためには、申請に基づいて○障受給者証の交
付を受ける必要があります。なお、８月末日まで有効な○障受給者証をお持ちで、対象
要件に該当する方には、８月中に新しい受給者証を送付します。

▷対象要件　
　①市内に住所を有する方
　②�身体障害者手帳１・２級（内部障害３級）の方、または愛の手帳（療育手帳）１・
２度の方（重度障害者）

　③国民健康保険または都が定める社会保険各法による医療の給付が行われる方
　④平成29年中の所得額（20歳未満の方の場合は世帯主等）が下表の基準額以下の方

▷対象除外　次に該当する方は対象となりません。
　（1）生活保護を受けている方
　（2）東京都規則に定める施設に入所している方
　（3�）平成12年８月中に○障受給者証を有していなかった方で、（2）に該当した時の年齢

が65歳以上の方
　（4�）平成12年８月中に○障受給者証を有していなかった方で、（2）に該当した時の年齢

が65歳未満の方で、かつ65歳に達する日の前日までに○障受給者証の交付申請を行
わなかった方。ただし、65歳に達する日の前日において生活保護を受けていた方・
65歳に達する日の前日において東京都内に住所を有していなかった方を除く

　（5）後期高齢者医療証の交付を受けている方で市民税が課税されている方
※�制度改正に伴い、平成31年１月１日より、対象となる障害要件に「精神障害者保健
福祉手帳１級」が追加されます。平成30年11月１日から、事前申請を受け付けます。
詳細は、東京都から送付された書類をご確認いただくか、障害福祉課までお問合せ
ください。

▷�身体障害・知的障害に関するお問合せは障害福祉課・内線1124、精神障害に関する
お問合せは内線1126まで。

別表２　東京都シルバーパス更新手続きにおける費用・必要書類

対象者 

平成30年度の
市民税が「課
税」で、平成29
年分の合計所
得金額が125
万円を超える
方       

平成30年度市民税が「非課
税」の方 

※平成30年度経過措置対象の方
Ａ：平成30年度の市民税は「課税」
であるが、平成29年分の合計所得
金額が125万円以下の方（※１） 

Ｂ：平成30年度の市民税は「課税」
であるが、平成17年度の市民税が
「非課税」であったことにより、
平成29年度に1,000円でパスの発
行を受けた方 

1,000円20,510円用費な要必①
②シルバーパ
ス更新申込書 白色で一部赤標記 白色で一部青標記

③いずれか１
つの書類 

「非課税」を確認できる書類
(ア)平成30年度介護保険料

納入（決定）通知書の所得
段階区分欄に「１」から
「５」の記載があるもの 

(イ)平成30年度市民税非課
税証明書 

(ウ)生活保護受給証明書（生
活扶助） 

「平成29年分の合計所得金額が125万
円以下であること」を確認できる書類
(ア)平成30年度介護保険料納入（決

定）通知書の所得段階区分欄に
「６」「７」の記載があるもの。な
お、「７」の記載があるものにつ
いては、基準判定所得が125万円
以下のものに限ります。 

(イ)平成30年度市民税課税証明書 
④シルバーパス
⑤本人確認書類 保険証、運転免許証など（住所・氏名・生年月日が確認できるもの） ※住民票やパスポートは使用できません。 
（※1） 長期譲渡所得又は短期譲渡所得に係る特別控除の適用がある場合は、お問い合わせください。 
（注） （ア）は７月上旬に高齢介護課から送付しています（再発行はできません）。（イ）は課税課で発行することができます。発行には、本人確 

認書類として写真付きのものであれば１点、写真付きでないものは２点必要となります。また、発行手数料がかかります。 

現在、使用中のシルバーパス（有効期限が平成30年９月30日までのもの）

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 8 ・ 1 5 2東やまと市報



桜
街
道
駅
第
４
公
共
自
転
車
等
駐
車
場
内
に

一
時
利
用
枠
（
自
転
車
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

東
大
和
警
察
署　
　
　

運
転
免
許
の
自
主
返
納

　
を
お
考
え
く
だ
さ
い

東
大
和
地
区
交
通
安
全
協
会

東
大
和
支
部
員
を
募
集

狭
山
神
社
の
歴
史
と

　
　
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

遊
ぼ
う
！

ご
活
用
く
だ
さ
い　

学
び
あ
い
ガ
イ
ド
30

（
市
民
に
よ
る
生
涯
学
習
）

自
治
会
加
入
の　

　
　
　
　

す
す
め

家庭廃棄物
処理手数料の

減免制度
要件に該当する方へ 
指定収集袋（ごみ袋）
を交付します

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
学
習
教
室

さ
く
ら
ま
つ
り
を

　
　

開
催
し
ま
す

市
職
員
を　
　
　

　
　

募
集
し
ま
す

　

桜
街
道
駅
第
４
公
共
自
転
車

等
駐
車
場
の
一
部
を
改
修
し
、

一
時
利
用
枠
（
20
台
）
を
新
た

に
、
８
月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　

一
時
利
用
は
空
い
て
い
れ
ば

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

　

運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

方
や
、
家
族
か
ら
「
運
転
が
心

配
」
と
言
わ
れ
た
方
は
、
運
転

免
許
の
自
主
返
納
を
お
考
え
く

だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た

方
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
運
転
免

許
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
協
議
会

の
加
盟
店
や
東
京
都
の
文
化
施

設
、
美
術
館
等
で
特
典
を
受
け

ま
す
。

・
料
金
100
円
／
24
時
間
毎・１
回

▽
公
共
自
転
車
等
駐
車
場
の
ご

利
用
・
運
営
に
関
す
る
問
合
せ

（
公
財
）
自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
☎
03
―
６
２
６
２
―

５
２
９
０
（
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
15
分
）
へ
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

　

毎
年
秋
に
狭
山
神
社
で
〝
狭

山
神
社
秋
の
大
祭
〟が
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
は
、
東
大
和
観
光

ガ
イ
ド
の
会
と
共
催
で
、
こ
の

お
祭
り
に
あ
わ
せ
、
よ
も
や
ま

話
や
周
辺
史
跡
を
ご
案
内
し
ま

す
。
観
光
ガ
イ
ド
が
出
題
す
る

ク
イ
ズ
の
全
問
正
解
者
に
は
、

景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
当
日
参
加
可
。
詳
細
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
日
時　

９
月
８
日
㈯
午
後
４

時
30
分
～
６
時

　

今
年
度
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
と
幅
広
い
世
代
の
方
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
増
進

と
相
互
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

事
業
と
し
て
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
遊
ぼ
う
！
」
を
実
施
し
ま

す
。

▽
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在

学
の
小
学
生
以
上
の
方

▽
日
時　

９
月
１
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
３
時
50
分
（
受
付
は

１
時
15
分
～
３
時
30
分
）

▽
場
所　

東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館

▽
予
定
種
目　

①
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
②
ボ
ッ
チ
ャ
③
宝
取
り
鬼

ご
っ
こ

▽
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど
（
靴
袋

も
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
申
込
方
法　

事
前
申
込
は
不

要
で
す
。
当
日
受
付
に
て
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
採

用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
、
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

一
般
事
務
職
の
筆
記
試
験
は
、

基
礎
的
な
学
力
や
思
考
力
を
問

う
問
題
で
す
。
従
来
型
の
公
務

員
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
採
用
職
種
・
予
定
人
数　

一

般
事
務
・
一
般
事
務
（
身
体
障

害
者
）・
土
木
技
術
・
建
築
技

術
・
保
健
師
・
保
育
士
（
事
務
）

共
に
若
干
名

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
活
動
も
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
防
犯
等

で
ご
近
所
の
連
携
が
必
要
な
と

き
に
、
自
治
会
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
で
は
、
自
治
会
の
存
在

が
ま
ち
づ
く
り
の
核
に
な
る
と

考
え
、
自
治
会
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。「
自
治
会

に
入
り
た
い
」
と
い
っ
た
相
談

　

９
月
よ
り
、
平
成
30
年
10
月

～
平
成
31
年
９
月
分
の
指
定
収

集
袋
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
に
交
付
さ
れ
た
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
は
、
交
付
後
６
か

月
を
超
え
て
も
、
運
転
免
許
証

と
同
様
に
本
人
確
認
書
類
と
し

て
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

　

交
通
安
全
協
会
で
は
、
交
通

事
故
の
な
い
地
域
社
会
を
め
ざ

し
、
様
々
な
交
通
安
全
活
動
に

対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
基
本

と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
随
時
、
支
部
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
ご

都
合
の
良
い
日
・
時
間
を
活
か

し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
活
動
内
容　

①
春
・
秋
の「
全

国
交
通
安
全
運
動
」・「
交
通
安

全
運
転
者
講
習
会
」
へ
の
協
力

②
市
な
ど
の
催
し
で
の
協
力

（
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
・

多
摩
湖
駅
伝
大
会
・
市
民
運
動

会
・
産
業
ま
つ
り
・
地
域
の
祭

礼
等
）

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
・

東
大
和
地
区
交
通
安
全
協
会
事

務
局
☎
042
―
565
―
６
１
６
１
へ
。

▽
集
合
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

産
業
振

興
課
・
内
線
１
０
７
５
ま
で
。

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や

模
擬
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
４
年
生
以
上
で
、
ま

つ
り
当
日
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象　

幼
児
以
上
（
幼
児
は

付
添
い
が
必
要
）

▽
日
時　

９
月
８
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

さ
く
ら
が
お
か
児
童

館▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
期
間　

８
月

20
日
㈪
～
９
月
１
日
㈯
（
日
曜

日
は
除
く
）
の
午
前
10
時
～
午

後
５
時
。
１
枚
100
円
。

※
当
日
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

さ
く
ら
が
お
か
児

童
館
☎
042
―
567
―
２
２
３
７
ま

で
。

や
、「
新
し
い
自
治
会
を
設
立

し
た
い
」
と
お
考
え
の
方
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
６
ま
で
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
学
習

教
室
で
は
、
学
習
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
・
連
絡
先

・
日
本
語
の
会
：
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
／
南
街
公
民

▽
既
に
申
請
が
お
済
み
の
方

　

指
定
収
集
袋
の
交
付
場
所
等

を
記
載
し
た
書
類
を
順
次
郵
送

し
ま
す
。
9
月
3
日
㈪
～
28
日

㈮
の
間
に
指
定
収
集
袋
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替

休
日
は
除
く
。

▽
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方　

ご
み
対
策
課
（
市
役
所
３
階
）

館
／
荒
畑
☎
042
―
569
―
８
１
８

６・
に
ほ
ん
ご
友
の
会
：
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
／
中
央
図
書
館
／
高
橋
☎
090

―
４
５
９
８
―
１
３
８
２

・
あ
つ
ま
れ
日
本
語
ひ
ろ
ば
：

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時

～
11
時
30
分
／
桜
が
丘
市
民
セ

ン
タ
ー
／
西
山
☎
090
―
６
７
０

７
―
５
９
９
７

※
詳
細
は
各
教
室
に
直
接
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
６
ま
で
。

窓
口
に
て
申
請
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
交
付
要
件
や
手
続

き
の
方
法
は
ご
み
対
策
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
、

市
内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
世

帯
員
全
員
が
非
課
税
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

内
線
１
２
４
１
ま
で
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
の
紹
介

や
人
材
バ
ン
ク
制
度
の
案
内
等

を
掲
載
し
た
「
学
び
あ
い
ガ
イ

ド
30（
市
民
に
よ
る
生
涯
学
習
）」

を
発
行
し
ま
す
。

　

「
学
び
あ
い
ガ
イ
ド
」と
は
、

５
月
に
発
行
し
て
い
る
「
行
政

に
よ
る
生
涯
学
習
」（
市
が
実
施

す
る
事
業
等
を
紹
介
）
と
と
も

に
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

学
習
活
動
に
参
加
し
、
豊
か
な

人
生
を
送
る
手
助
け
に
な
る
よ

う
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
閲
覧
・
配
布
場
所　

社
会
教

育
課（
市
役
所
５
階
）、公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、地
区
集
会
所
、

児
童
館
、
図
書
館
、
郷
土
博
物

館▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

▽
募
集
要
項
の
配
布　

８
月
27

日
㈪
ま
で
の
平
日
、職
員
課（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
８
月
25
日
㈯
は
、
受
付

会
場
で
配
布
し
ま
す
。

※
募
集
案
内
、募
集
要
項
等
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
応
募
受
付　

８
月
24
日
㈮
・

25
日
㈯
・
27
日
㈪

※
受
付
時
間
・
会
場
等
は
、
募

集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類　

当
市
規
定
の
履

歴
書
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
及

び
受
験
票
等

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
１
ま
で
。

子ども家庭支援センター
からのお知らせ

▽問合せ　�子ども家庭支援センター�
☎042－565－3651まで。

出張かるがもひろば
　担当保育士が児童館や集会所等に出張し、手
遊びや絵本の読み聞かせなどを行います。参加
者同士の情報交換や保育士に子育て相談もで
きます。

▽対象　３歳までの乳幼児とその保護者

▽�開催日・場所　９月７日㈮湖畔集会所、９月
12日㈬清水集会所、９月19日㈬仲原集会�
所、９月25日㈫むこうはら児童館

▽�時間　午 前10時 30分 ～ 午 前11時 45�
分（事前予約不要）

０歳児親子開放日
　０歳児親子を対象にセンター内の地域活動
室を開放します。親子同士で一緒に遊んだり、
友だちづくりや情報交換しませんか。午前11
時からふれあい遊びを行う予定です。

▽�日時　９月６日㈭午前10時～午後１時（事
前予約不要）

▽場所　子ども家庭支援センター

放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅からおおむね8
00メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします。／問合せ　土木課・内線1213まで
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蔵
敷
公
民
館
は
昭
和
53
年
11

月
に
開
館
し
、
今
年
で
40
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
ロ
ビ
ー
展
示

　
年
表
な
ど
で
蔵
敷
公
民
館
の

歴
史
を
振
り
返
っ
た
り
、
皆
さ

ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。

▽
期
日
　
９
月
１
日
㈯
〜
11
月

30
日
㈮回 期日 内容 講師

１ 9月7日㈮ 健康のための歌と表情筋ト
レーニング

常岡治恵氏 ( はるはな主宰・
二期会会員 )

２ 9月21日㈮
健康講座
①口から食べて楽しもう！
②知らないと怖い！？いろ
いろな薬の飲み合わせ

①豊岡朋香氏 ( 東京西徳洲
会病院内科医師）
②岩井大氏 ( 東京西徳洲会
病院薬局薬剤師 )

３ 10月5日㈮ バス見学会（詳細未定）

４ 10月12日㈮ 音楽鑑賞会 国立音楽大学学生（サック
ス４人組）

５ 10月26日㈮ 五日市憲法の最後は東大和
でまとめたか？（公開講座）

新井勝紘氏 ( 元専修大学文
学部教授 )

６ 11月2日㈮ 魅力的なまちおこし 坂西元氏 ( 構想博物館プロ
ジェクトプロデューサー )

７ 11月16日㈮ 日本再発見～世界遺産で知
る日本の独自性～

目黒正武氏 ( 世界遺産アカ
デミー客員研究員 )

▽
場
所
　
蔵
敷
公
民
館
ロ
ビ
ー

◎
懇
親
会

　
林
家
ま
る
子
氏
に
よ
る
小こ

ば
な
し噺
、

近
隣
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
で
作

っ
た
と
ん
汁
の
ふ
る
ま
い
も
あ

り
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
25
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午

▽
場
所
　
蔵
敷
公
民
館

▽
定
員
　
50
人（
当
日
先
着
順
）

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■
市
民
企
画
講
座
「
未
・
楽
・

生（
み
ら
い
）倶
楽
部
」

▽
対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

▽
内
容
等
　
左
表
の
と
お
り

▽
場
所
　
蔵
敷
公
民
館
ほ
か

▽
定
員
　
40
人
（
申
込
順
。
全

７
回
出
席
で
き
る
方
優
先
）

▽
申
込
み
　
８
月
21
日
㈫
か
ら

電
話
、窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

□
以
上
の
申
込
み
、問
合
せ
は
、

蔵
敷
公
民
館
☎
042
―
566
―
０
５

５
１
ま
で
。

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
は
、

写
真
を
ク
ラ
フ
ト
素
材
な
ど
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
組

み
立
て
な
ど
の
ス
キ
ル
で
可
愛

く
残
す
も
の
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
３
日
〜
11
月
21

日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
全
８
回
）

▽
場
所
　
南
街
公
民
館

▽
定
員
　
20
人

▽
内
容
　

・1
回
目
：
ペ
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム

・２
〜
4
回
目
：
ア
ル
バ
ム
１

冊
仕
上
げ
よ
う
！
そ
の
１
〜
３

・５
・
６
回
目
：
ボ
ッ
ク
ス
ア

ル
バ
ム
そ
の
1
・
２

・７
・
８
回
目
：
12
イ
ン
チ
作

品
そ
の
１
・
２
、
ま
と
め

市民企画講座「未・楽・生（みらい）倶楽部」　主な内容

▽
講
師
　
橘
田
サ
オ
リ
氏
（
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
講
師
）

▽
費
用
　
二
、
五
〇
〇
円
（
材

料
代
）

▽
持
ち
物
　
お
気
に
入
り
の
写

真
（
縦
版
・
横
版
各
1
枚
）

▽
保
育
・対
象
　
平
成
29
年
12
月
26
日

生
ま
れ
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

・定
員
　
12
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
保
育
室
未
経
験
者
を

優
先
し
た
抽
選
）

・慣
ら
し
保
育
・
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
　
９
月
26
日
㈬
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

・保
育
懇
談
会
　
11
月
28
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

※
保
育
を
利
用
し
な
い
方
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
　
９
月
15
日
㈯
ま
で

電
話
、窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
南
街
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
７
７
１
ま
で
。

　
会
津
盆
地
を
一
望
で
き
る
三

ノ
倉
高
原
ひ
ま
わ
り
畑
で
は
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
期

間
中
は
、
地
場
産
品
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。
250
万
本
の
ひ

ま
わ
り
が
咲
き
誇
る
、
ひ
ま
わ

り
畑
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
９
月
２
日
㈰
ま
で

▽
開
催
場
所
　
喜
多
方
市
熱
塩

加
納
町
三
ノ
倉
高
原
花
畑
（
三

ノ
倉
ス
キ
ー
場
）

▽
入
場
料
　
無
料
で
す
が
、
花

畑
整
備
の
た
め
の
協
力
金
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
喜
多
方
市
熱
塩
加

納
総
合
支
所
産
業
課
☎
０
２
４

１
―
36
―
２
１
１
５

◆
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.kitakata-kanko.jp

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
６

ま
で
。

※
喜
多
方
市
の
宿
泊
事
業
や
交

流
事
業
へ
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
振
興
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふるさと東大和の

貴重な生き物たち

　第七小学校では毎年、子どもた
ちがホタルの飼育に取り組んでい
ます。5月17日と18日には、校内で「ホ
タルの観賞会」が開催され、子ど
もたちが育てたホタルが教室の中
央に置かれた大きなゲージの中
で、美しい光を放ちました。
　このホタルはヘイケボタルで、
５年生の子どもたちが育てました。
4年生時の６月にホタルの授業を
受けて、幼虫の状態から飼育を開

　子どもの頃、昆虫採集を趣
味としていましたが、社会人
になってからは、趣味で蝶や
野鳥の撮影をしていました。

貴重 生き物

ホタル

オオムラサキ

トウキョウサンショウウオ

オオムラサキ増やし隊

堀田 喜久男さん
（桜が丘在住）

オオムラサキ増やし隊
 隊員の声

郷土博物館

あ！いた！

第九小学校５年生の皆さんと
飼育指導者の 前原恵二さん

このゲージは、普段からホタルの飼育で使用して
いる環境学習室に設置されました。窓がカーテン
で閉じられると、教室は暗闇となり、ゲージの中で
は約200匹のホタルが発光。子どもたちはもちろん、
多くの見学者たちが美しい光に見入っていました。

　トウキョウサンショウウオの飼育を通じて、子
どもたちには、自然を守ることの大切さを学んで
もらいたいと思います。
　「自然を大切に」という言葉はよく耳にします
が、そのことを実際に体験する機会は少ないで
す。貴重な生き物の飼育を通じて、子どもたち
には何かを感じてもらいたいと思います。

　ホタルを間近で見たいと思い、飼育の協力
を始めました。今では、ホタルだけではなく、
子どもたちとの関わりも楽しみの一つです。
　学校では、授業での説明のほか、飼育方法
等のアドバイスを行っています。幼虫のえさと
なるタニシを取りに行くこともあります。
　今はゲージの中でしか見ることができないホ
タルの光を、ビオトープなどの自然に近い形で
観賞できるようにすることが長年の課題です。▲観賞会での発表の様子

▲放流の様子▲学校内のトウキョウサンショウウオのコーナー

▲オオムラサキを探す隊員の皆さん

▲オオムラサキを見る隊員の皆さん

▲作業の様子 ▲エノキの根囲い

▲教室内にある水槽で、トウキョウサンショウウオを育てました

▲ゲージの中で発光するホタル

▲ホタルの幼虫は、春に水辺から陸へ上がっ
　て土の中にもぐり、その後さなぎとなります。
　上の写真はそのための装置（水槽）です。

友
好
都
市
観
光
情
報

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う

南
街
公
民
館
保
育
付
講
座

写
真
を
可
愛
く
残
そ
う
！

三
ノ
倉
高
原

ひ
ま
わ
り

　
　
フ
ェ
ス
タ

ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
キ
ン
グ
講
座

　トウキョウサンショウウオは関東地方に生息する小型の両生類（体長は平均10ｃｍ程度）
で、絶滅危惧種に分類されています。市の北側に広がる狭山丘陵は、トウキョウサンショ
ウウオの都内生息域の東限といわれており、貴重な生息地となっています。
　このトウキョウサンショウウオの飼育に、第九小学校の子どもたちが毎年取り組んでい
ます。今年も教室内に水槽が置かれ、保護活動に取り組んでいる前原恵二さんの指導を
受けながら、5年生の48人が卵から大切に育てました。
　子どもたちは、観察カードに日々の記録をとりながら、「命を預かる」という気持ちで飼
育に取り組んできたそうです。子どもたちからは、「共食いを防ぐために、えさの量を調整
するのが大変だった」「水槽を洗う時に、トウキョウサンショウウオを一緒に流さないよう
に注意した」などの感想を聞くことができました。
　子どもたちは6月21日に、生息地である狭山丘陵に出かけ、計30匹のトウキョウサンショ
ウウオを放流しました。狭山丘陵の泉で、トウキョウサンショウウオをたくさん見られる日
が来ることを願って…。

ロビー展示・懇親会などの
記念行事を行います

蔵敷公民館・開館40年

　「オオムラサキ増やし隊」には、市報で募集記事を見
て参加することにしました。
　活動の中で、野外で飛ぶオオムラサキを初めて見るこ
とができて、感激しました。オスがメスにアプローチす
る様子も撮影することができました。
　身近な狭山緑地でオオムラサキの姿を見ることができ
るとは思っていませんでした。狭山緑地の豊かな自然を
大切にしていきたいと思います。

　私たちが住むまちに、貴重な生き物がいることを、
皆さんはご存知でしょうか。
　狭山緑地には、美しい紫色の羽を持つ国蝶のオオム
ラサキが生息しています。かつては各地で飛ぶ姿を見
ることができましたが、近年では数が減っています。
　また、市内には、貴重な生き物の飼育に取り組んで
いる学校があり、子どもたちは、自然や命の大切さを
学んでいます。
　そこで今号では、ここ東大和で貴重な生き物を守り、
育てている方々の活動をご紹介します。

前原 恵二さん

星野 芳子さん（写真の左から二番目）

（写真の一番右）

▲七小ホタル保存会

飼育指導者

▲

始。その後は定期的に水替え作業等を行い、幼虫がさなぎになる
ための装置も作りました。そして５年生となった後に、幼虫を実際
にこの装置に移し、成虫まで育てました。
　子どもたちは、ホタルを育てながら、その生態や発光の秘密、
ホタルが育ちやすい自然環境などを調べてきました。観賞会では、
学習の成果が模造紙などにまとめられ、子どもたちにより発表され
ました。ホタルが生息しやすい環境づくりや川を守る取組みなど、
自然環境に関する発表が
多く、子どもたちは自然を
守り、環境を良くする事の
大切さを学んだようです。
　このホタルの飼育は、
七小ホタル保存会の皆さ
んにボランティアとして協
力していただいています。
地域に支えられ、今年で
22年目を迎えたホタルの
光です。

雑木林のシンボル
　市の北部、郷土博物館の近くに広がる狭山緑地。緑の森の中には遊歩道もあり、四季折々の自然を感じること
ができます。オオムラサキは、この狭山緑地に生息しています。オオムラサキ増やし隊は、狭山緑地でオオムラ
サキの保護・回復を目指すために、平成29年に結成されました。
　現在の隊員は約20人。隊員の皆さんは、「オオムラサキが好きで、狭山緑地で見られたらすばらしいと考えた。」
「環境に関心があり、オオムラサキを増やせたら良いと思った。」などの想いで活動に参加しています。

□オオムラサキ増やし隊の隊員を随時募集中です。お問合せは、郷土博物館☎042-567-4800まで。

オオムラサキの幼虫
　オオムラサキの幼虫は夏、エノキの木の上
で葉を食べて過ごしています。11月頃になると、
エノキの落葉に伴い、木から根に降りてきて、
根元にある落ち葉の下で春を待ちます。
　幼虫は、乾燥した枯葉よりも、適度な湿度
が保たれている場所を好みます。このため、
エノキの木の根元に良質な落ち葉があること
が、オオムラサキを増やすために必要です。

手作りの根囲い
　根囲いはなるべく自然に近い状態にするため、竹で作り
ました。平成29年11月、隊員の皆さんが竹の伐採と竹割り
作業を行い、狭山緑地内のアスレチック近くにある２本の
エノキの根元を、竹で囲みました。こうして、隊員の皆さ
んの手で作られたエノキの根囲いで、多くの幼虫が育ちま
した。平成30年の１月に調査した際には、２本のエノキで
合計25匹の幼虫を確認することができました。

目の前で飛んだオオムラサキ
　そして迎えた今年の夏。狭山緑地でオオムラサキの飛ぶ姿を目撃した情報が、隊員の耳に入るようになりました。
昨年はほとんど見ることができなかったオオムラサキ。隊員の期待は大いに高まりました。
　そして7月15日、隊員の皆さんは、オオムラサキを探しに、狭山緑地の中へ入りました。成虫のオオムラサキは、
樹液をえさにしています。オオムラサキが好みそうな場所を巡ると、隊員の目の前をオオムラサキが飛んでいまし
た。葉にとまる姿も見ることができ、隊員の皆さんは写真撮影をしたり、じっくりと観察をしていました。
　狭山緑地で見られるオオムラサキの数は、年により大きく異なります。今年は例年より多いそうです。その理由は、
気候や自然環境など様々なことが考えられますが、オオムラサキ増やし隊の力も、その一つではないでしょうか。

　オオムラサキ増
やし隊では、このこ
とに着目し、冬の間
エノキの根元から
落ち葉が飛ばない
よう、根囲いを作り
ました。

第七小学校５年生と
七小ホタル保存会の皆さん

声

声

※時間は各回午前10時～正午です（第３回を除く）。

　子どもたちがこれからもトウキョウサンショウウオのことを忘れず、生息地の近くを通っ
たら、「元気にしているかい？」と声をかけてもらえたら嬉しいです。
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蔵
敷
公
民
館
は
昭
和
53
年
11

月
に
開
館
し
、
今
年
で
40
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
ロ
ビ
ー
展
示

　
年
表
な
ど
で
蔵
敷
公
民
館
の

歴
史
を
振
り
返
っ
た
り
、
皆
さ

ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。

▽
期
日
　
９
月
１
日
㈯
〜
11
月

30
日
㈮回 期日 内容 講師

１ 9月7日㈮ 健康のための歌と表情筋ト
レーニング

常岡治恵氏 ( はるはな主宰・
二期会会員 )

２ 9月21日㈮
健康講座
①口から食べて楽しもう！
②知らないと怖い！？いろ
いろな薬の飲み合わせ

①豊岡朋香氏 ( 東京西徳洲
会病院内科医師）
②岩井大氏 ( 東京西徳洲会
病院薬局薬剤師 )

３ 10月5日㈮ バス見学会（詳細未定）

４ 10月12日㈮ 音楽鑑賞会 国立音楽大学学生（サック
ス４人組）

５ 10月26日㈮ 五日市憲法の最後は東大和
でまとめたか？（公開講座）

新井勝紘氏 ( 元専修大学文
学部教授 )

６ 11月2日㈮ 魅力的なまちおこし 坂西元氏 ( 構想博物館プロ
ジェクトプロデューサー )

７ 11月16日㈮ 日本再発見～世界遺産で知
る日本の独自性～

目黒正武氏 ( 世界遺産アカ
デミー客員研究員 )

▽
場
所
　
蔵
敷
公
民
館
ロ
ビ
ー

◎
懇
親
会

　
林
家
ま
る
子
氏
に
よ
る
小こ

ば
な
し噺
、

近
隣
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
で
作

っ
た
と
ん
汁
の
ふ
る
ま
い
も
あ

り
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
25
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午

▽
場
所
　
蔵
敷
公
民
館

▽
定
員
　
50
人（
当
日
先
着
順
）

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■
市
民
企
画
講
座
「
未
・
楽
・

生（
み
ら
い
）倶
楽
部
」

▽
対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

▽
内
容
等
　
左
表
の
と
お
り

▽
場
所
　
蔵
敷
公
民
館
ほ
か

▽
定
員
　
40
人
（
申
込
順
。
全

７
回
出
席
で
き
る
方
優
先
）

▽
申
込
み
　
８
月
21
日
㈫
か
ら

電
話
、窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

□
以
上
の
申
込
み
、問
合
せ
は
、

蔵
敷
公
民
館
☎
042
―
566
―
０
５

５
１
ま
で
。

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
は
、

写
真
を
ク
ラ
フ
ト
素
材
な
ど
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
組

み
立
て
な
ど
の
ス
キ
ル
で
可
愛

く
残
す
も
の
で
す
。

▽
日
時
　
10
月
３
日
〜
11
月
21

日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
全
８
回
）

▽
場
所
　
南
街
公
民
館

▽
定
員
　
20
人

▽
内
容
　

・1
回
目
：
ペ
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム

・２
〜
4
回
目
：
ア
ル
バ
ム
１

冊
仕
上
げ
よ
う
！
そ
の
１
〜
３

・５
・
６
回
目
：
ボ
ッ
ク
ス
ア

ル
バ
ム
そ
の
1
・
２

・７
・
８
回
目
：
12
イ
ン
チ
作

品
そ
の
１
・
２
、
ま
と
め

市民企画講座「未・楽・生（みらい）倶楽部」　主な内容

▽
講
師
　
橘
田
サ
オ
リ
氏
（
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
講
師
）

▽
費
用
　
二
、
五
〇
〇
円
（
材

料
代
）

▽
持
ち
物
　
お
気
に
入
り
の
写

真
（
縦
版
・
横
版
各
1
枚
）

▽
保
育
・対
象
　
平
成
29
年
12
月
26
日

生
ま
れ
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

・定
員
　
12
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
保
育
室
未
経
験
者
を

優
先
し
た
抽
選
）

・慣
ら
し
保
育
・
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
　
９
月
26
日
㈬
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

・保
育
懇
談
会
　
11
月
28
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

※
保
育
を
利
用
し
な
い
方
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
　
９
月
15
日
㈯
ま
で

電
話
、窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
南
街
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
７
７
１
ま
で
。

　
会
津
盆
地
を
一
望
で
き
る
三

ノ
倉
高
原
ひ
ま
わ
り
畑
で
は
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
期

間
中
は
、
地
場
産
品
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。
250
万
本
の
ひ

ま
わ
り
が
咲
き
誇
る
、
ひ
ま
わ

り
畑
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
９
月
２
日
㈰
ま
で

▽
開
催
場
所
　
喜
多
方
市
熱
塩

加
納
町
三
ノ
倉
高
原
花
畑
（
三

ノ
倉
ス
キ
ー
場
）

▽
入
場
料
　
無
料
で
す
が
、
花

畑
整
備
の
た
め
の
協
力
金
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
喜
多
方
市
熱
塩
加

納
総
合
支
所
産
業
課
☎
０
２
４

１
―
36
―
２
１
１
５

◆
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.kitakata-kanko.jp

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
６

ま
で
。

※
喜
多
方
市
の
宿
泊
事
業
や
交

流
事
業
へ
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
振
興
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふるさと東大和の

貴重な生き物たち

　第七小学校では毎年、子どもた
ちがホタルの飼育に取り組んでい
ます。5月17日と18日には、校内で「ホ
タルの観賞会」が開催され、子ど
もたちが育てたホタルが教室の中
央に置かれた大きなゲージの中
で、美しい光を放ちました。
　このホタルはヘイケボタルで、
５年生の子どもたちが育てました。
4年生時の６月にホタルの授業を
受けて、幼虫の状態から飼育を開

　子どもの頃、昆虫採集を趣
味としていましたが、社会人
になってからは、趣味で蝶や
野鳥の撮影をしていました。

貴重 生き物

ホタル

オオムラサキ

トウキョウサンショウウオ

オオムラサキ増やし隊

堀田 喜久男さん
（桜が丘在住）

オオムラサキ増やし隊
 隊員の声

郷土博物館

あ！いた！

第九小学校５年生の皆さんと
飼育指導者の 前原恵二さん

このゲージは、普段からホタルの飼育で使用して
いる環境学習室に設置されました。窓がカーテン
で閉じられると、教室は暗闇となり、ゲージの中で
は約200匹のホタルが発光。子どもたちはもちろん、
多くの見学者たちが美しい光に見入っていました。

　トウキョウサンショウウオの飼育を通じて、子
どもたちには、自然を守ることの大切さを学んで
もらいたいと思います。
　「自然を大切に」という言葉はよく耳にします
が、そのことを実際に体験する機会は少ないで
す。貴重な生き物の飼育を通じて、子どもたち
には何かを感じてもらいたいと思います。

　ホタルを間近で見たいと思い、飼育の協力
を始めました。今では、ホタルだけではなく、
子どもたちとの関わりも楽しみの一つです。
　学校では、授業での説明のほか、飼育方法
等のアドバイスを行っています。幼虫のえさと
なるタニシを取りに行くこともあります。
　今はゲージの中でしか見ることができないホ
タルの光を、ビオトープなどの自然に近い形で
観賞できるようにすることが長年の課題です。▲観賞会での発表の様子

▲放流の様子▲学校内のトウキョウサンショウウオのコーナー

▲オオムラサキを探す隊員の皆さん

▲オオムラサキを見る隊員の皆さん

▲作業の様子 ▲エノキの根囲い

▲教室内にある水槽で、トウキョウサンショウウオを育てました

▲ゲージの中で発光するホタル

▲ホタルの幼虫は、春に水辺から陸へ上がっ
　て土の中にもぐり、その後さなぎとなります。
　上の写真はそのための装置（水槽）です。

友
好
都
市
観
光
情
報

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う

南
街
公
民
館
保
育
付
講
座

写
真
を
可
愛
く
残
そ
う
！

三
ノ
倉
高
原

ひ
ま
わ
り

　
　
フ
ェ
ス
タ

ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
キ
ン
グ
講
座

　トウキョウサンショウウオは関東地方に生息する小型の両生類（体長は平均10ｃｍ程度）
で、絶滅危惧種に分類されています。市の北側に広がる狭山丘陵は、トウキョウサンショ
ウウオの都内生息域の東限といわれており、貴重な生息地となっています。
　このトウキョウサンショウウオの飼育に、第九小学校の子どもたちが毎年取り組んでい
ます。今年も教室内に水槽が置かれ、保護活動に取り組んでいる前原恵二さんの指導を
受けながら、5年生の48人が卵から大切に育てました。
　子どもたちは、観察カードに日々の記録をとりながら、「命を預かる」という気持ちで飼
育に取り組んできたそうです。子どもたちからは、「共食いを防ぐために、えさの量を調整
するのが大変だった」「水槽を洗う時に、トウキョウサンショウウオを一緒に流さないよう
に注意した」などの感想を聞くことができました。
　子どもたちは6月21日に、生息地である狭山丘陵に出かけ、計30匹のトウキョウサンショ
ウウオを放流しました。狭山丘陵の泉で、トウキョウサンショウウオをたくさん見られる日
が来ることを願って…。

ロビー展示・懇親会などの
記念行事を行います

蔵敷公民館・開館40年

　「オオムラサキ増やし隊」には、市報で募集記事を見
て参加することにしました。
　活動の中で、野外で飛ぶオオムラサキを初めて見るこ
とができて、感激しました。オスがメスにアプローチす
る様子も撮影することができました。
　身近な狭山緑地でオオムラサキの姿を見ることができ
るとは思っていませんでした。狭山緑地の豊かな自然を
大切にしていきたいと思います。

　私たちが住むまちに、貴重な生き物がいることを、
皆さんはご存知でしょうか。
　狭山緑地には、美しい紫色の羽を持つ国蝶のオオム
ラサキが生息しています。かつては各地で飛ぶ姿を見
ることができましたが、近年では数が減っています。
　また、市内には、貴重な生き物の飼育に取り組んで
いる学校があり、子どもたちは、自然や命の大切さを
学んでいます。
　そこで今号では、ここ東大和で貴重な生き物を守り、
育てている方々の活動をご紹介します。

前原 恵二さん

星野 芳子さん（写真の左から二番目）

（写真の一番右）

▲七小ホタル保存会

飼育指導者

▲

始。その後は定期的に水替え作業等を行い、幼虫がさなぎになる
ための装置も作りました。そして５年生となった後に、幼虫を実際
にこの装置に移し、成虫まで育てました。
　子どもたちは、ホタルを育てながら、その生態や発光の秘密、
ホタルが育ちやすい自然環境などを調べてきました。観賞会では、
学習の成果が模造紙などにまとめられ、子どもたちにより発表され
ました。ホタルが生息しやすい環境づくりや川を守る取組みなど、
自然環境に関する発表が
多く、子どもたちは自然を
守り、環境を良くする事の
大切さを学んだようです。
　このホタルの飼育は、
七小ホタル保存会の皆さ
んにボランティアとして協
力していただいています。
地域に支えられ、今年で
22年目を迎えたホタルの
光です。

雑木林のシンボル
　市の北部、郷土博物館の近くに広がる狭山緑地。緑の森の中には遊歩道もあり、四季折々の自然を感じること
ができます。オオムラサキは、この狭山緑地に生息しています。オオムラサキ増やし隊は、狭山緑地でオオムラ
サキの保護・回復を目指すために、平成29年に結成されました。
　現在の隊員は約20人。隊員の皆さんは、「オオムラサキが好きで、狭山緑地で見られたらすばらしいと考えた。」
「環境に関心があり、オオムラサキを増やせたら良いと思った。」などの想いで活動に参加しています。

□オオムラサキ増やし隊の隊員を随時募集中です。お問合せは、郷土博物館☎042-567-4800まで。

オオムラサキの幼虫
　オオムラサキの幼虫は夏、エノキの木の上
で葉を食べて過ごしています。11月頃になると、
エノキの落葉に伴い、木から根に降りてきて、
根元にある落ち葉の下で春を待ちます。
　幼虫は、乾燥した枯葉よりも、適度な湿度
が保たれている場所を好みます。このため、
エノキの木の根元に良質な落ち葉があること
が、オオムラサキを増やすために必要です。

手作りの根囲い
　根囲いはなるべく自然に近い状態にするため、竹で作り
ました。平成29年11月、隊員の皆さんが竹の伐採と竹割り
作業を行い、狭山緑地内のアスレチック近くにある２本の
エノキの根元を、竹で囲みました。こうして、隊員の皆さ
んの手で作られたエノキの根囲いで、多くの幼虫が育ちま
した。平成30年の１月に調査した際には、２本のエノキで
合計25匹の幼虫を確認することができました。

目の前で飛んだオオムラサキ
　そして迎えた今年の夏。狭山緑地でオオムラサキの飛ぶ姿を目撃した情報が、隊員の耳に入るようになりました。
昨年はほとんど見ることができなかったオオムラサキ。隊員の期待は大いに高まりました。
　そして7月15日、隊員の皆さんは、オオムラサキを探しに、狭山緑地の中へ入りました。成虫のオオムラサキは、
樹液をえさにしています。オオムラサキが好みそうな場所を巡ると、隊員の目の前をオオムラサキが飛んでいまし
た。葉にとまる姿も見ることができ、隊員の皆さんは写真撮影をしたり、じっくりと観察をしていました。
　狭山緑地で見られるオオムラサキの数は、年により大きく異なります。今年は例年より多いそうです。その理由は、
気候や自然環境など様々なことが考えられますが、オオムラサキ増やし隊の力も、その一つではないでしょうか。

　オオムラサキ増
やし隊では、このこ
とに着目し、冬の間
エノキの根元から
落ち葉が飛ばない
よう、根囲いを作り
ました。

第七小学校５年生と
七小ホタル保存会の皆さん

声

声

※時間は各回午前10時～正午です（第３回を除く）。

　子どもたちがこれからもトウキョウサンショウウオのことを忘れず、生息地の近くを通っ
たら、「元気にしているかい？」と声をかけてもらえたら嬉しいです。

市役所☎042－563－2111（代）平成 3 0 ・ 8 ・ 1 55 東やまと市報



は
、
第
１
～
第
３
希
望
日
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
：
９
月
８
日
㈯
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
：
９
月
７
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
健
（
検
）
診
の
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ
は
９
月
７
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５

２
１
１
ま
で
。

定
温
度
は
機
械
の
セ
ン
サ
ー
に

よ
っ
て
実
態
と
か
な
り
異
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
人

が
い
る
場
所
で
の
気
温
を
正
し

く
測
定
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、

28
℃
を
超
え
な
い
適
切
な
温
度

と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
外
気
温
と
室
温
の
差
が

大
き
い
と
部
屋
に
出
入
り
す
る

際
に
体
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

出
入
り
が
頻
繁
な
場
合
に
は
外

気
温
と
の
差
は
３
～
４
℃
以
内

を
目
安
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
室
内
の
人
数
、
活
動
内

容
、
服
装
な
ど
に
合
わ
せ
て
、

上
手
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

②
気
流
：
冷
気
が
長
時
間
直
接

人
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
エ
ア

コ
ン
の
羽
を
「
ス
イ
ン
グ
」
に

す
る
な
ど
工
夫
し
、
ま
た
冷
気

が
部
屋
の
下
層
の
み
に
溜
ま
ら

な
い
よ
う
に
扇
風
機
に
よ
る
空

気
循
環
を
組
み
合
わ
せ
た
利
用

も
効
果
的
で
す
。

③
輻ふ

く
し
ゃ射
：
人
間
が
感
じ
る
熱
さ

に
は
、
気
温
・
湿
度
・
気
流
だ

け
で
な
く
、
太
陽
光
や
地
面
か

ら
の
照
り
返
し
等
か
ら
直
接
・

間
接
的
に
受
け
る
輻
射
熱
も
関

係
し
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

て
い
て
も
、
日
光
等
か
ら
の
輻

射
熱
を
受
け
る
と
熱
さ
を
感
じ

ま
す
。
窓
か
ら
入
る
太
陽
の
光

は
、
遮
光
フ
ィ
ル
ム
や
カ
ー
テ

ン
な
ど
で
遮
断
し
、
エ
ア
コ
ン

を
効
果
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
第
12
回
歯
ミ
カ
ッ
プ
の
参
加

者
・
参
加
施
設
募
集

　

障
害
者
施
設
ま
た
は
障
害
の

あ
る
方
が
日
頃
行
っ
て
い
る
歯

と
口
の
健
康
の
た
め
の
取
組
み

や
工
夫
、
努
力
を
募
集
し
ま
す
。

11
月
15
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
／
場
所　

立
川
市
泉
市

民
体
育
館
／
申
込
み　

９
月
14

日
㈮
ま
で
に
応
募
用
紙
を
多
摩

立
川
保
健
所（
〒
190- 

0021
立
川
市

羽
衣
町
２
―
63
）
へ
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
（
応
募
用
紙
は
多

摩
立
川
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
／
多

摩
立
川
保
健
所
☎
042
―
524
―
５

１
７
１
、
フ
ァ
ク
ス
042
―
528
―

２
７
７
７
へ
。

□□□□□■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

　

８
月
29
日
㈬
午
後
２
時
か
ら

／
場
所　

中
央
公
民
館
／
傍
聴

者
の
定
員　

５
人
／
保
育
（
満

１
歳
以
上
の
未
就
学
児
）　

８

月
22
日
㈬
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
／
子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
８
１
ま
で
。

■
「
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ

ジ
ネ
ス
ト
）創
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

開
催

　

８
月
は
株
式
会
社
エ
マ
リ
コ

く
に
た
ち
代
表
取
締
役
菱
沼
勇

介
氏
を
お
招
き
し
て
、
大
人
気

の
地
野
菜
直
売
所
「
し
ゅ
ん
か

し
ゅ
ん
か
」
の
立
ち
上
げ
を
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｂ
ｕ

ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
い
方
や
、
見
学
し
た

◎
成
人
健
康
診
査
（
若
年
層
）

　

市
内
在
住
の
20
歳
～
39
歳

（
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

（
現
在
治
療
中
の
方
、
職
場
で

の
健
診
を
受
け
て
い
る
方
は
除

く
）
／
10
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

（
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除

く
）
／
場
所　

指
定
医
療
機
関

（
東
大
和
市
・
小
平
市
・
武
蔵

村
山
市
）
／
240
人
（
抽
選
）
／

身
長
・
体
重
測
定
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
等
／
９

月
下
旬
頃
に
、
受
診
可
能
な
方

へ
健
診
票
の
送
付
を
予
定
。

◎
肺
が
ん
検
診
〔
後
期
（
大
腸

が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
検
診
が

可
能
）〕

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

〔
現
在
、
呼
吸
器
疾
患
で
治
療

中
ま
た
は
経
過
観
察
中
の
方
、

肺
が
ん
の
診
断
を
受
け
た
方
、

妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る

協
力
会
員
を
大
募
集
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
、
高
齢
者
等

（
障
害
者
・
病
人
含
む
）
へ
の

家
事
支
援
や
、
子
育
て
支
援
等

で
す
。
協
力
会
員
に
な
る
に
は
、

さ
わ
や
か
講
座
の
受
講
が
必
要

で
す
（
へ
ル
パ
ー
・
看
護
師
・

保
育
士
等
有
資
格
者
は
、
受
講

無
し
で
協
力
会
員
と
し
て
登
録

可
）。さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
活

動
は
、
有
償
の
支
援
活
動
で
す
。

謝
礼
を
お
支
払
し
ま
す
が
、
定

額
の
収
入
を
見
込
め
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
20
日
㈪
午
後
１
時
30
分

～
３
時
／
場
所　

社
会
福
祉
協

議
会
／
申
込
み　

さ
わ
や
か
サ

と
思
わ
れ
る
方
、
肺
が
ん
検
診

（
前
期
）
を
受
診
し
た
方
は
除

く
〕
／
10
月
31
日
㈬
、
11
月
７

日
㈬（
午
前
及
び
午
後
）／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー（
検
診
車
）

／
400
人（
抽
選
）／
問
診
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影
等
／

10
月
中
旬
以
降
に
、
受
診
可
能

な
方
へ
検
診
票
の
送
付
を
予
定
。

▽
大
腸
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト

検
診
を
希
望
す
る
場
合　

同
時

に
実
施
す
る
大
腸
が
ん
検
診
は
、

肺
が
ん
検
診
の
検
査
日
に
検
体

を
提
出
（
女
性
の
方
は
、
月
経

期
間
の
検
査
は
控
え
て
く
だ
さ

い
）／
問
診
、
便
潜
血
検
査（
２

日
法
）

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
10
月
の
募
集
時

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
（
検
）
診
の
申
込
方
法
】

・
郵
送
：
は
が
き
に
次
の
と
お

り
記
入
し
、
９
月
８
日
㈯
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き

１
人
１
検
診
の
申
込
み
と
し
ま

す
。

※
肺
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
方

ー
ビ
ス
☎
042
―
567
―
０
０
１
３

へ
。

◎
成
年
後
見
人
（
保
佐
人
・
補

助
人
）
と
し
て
活
動
中
の
方
へ

　
「
あ
ん
し
ん
東
大
和
」で
は
、

成
年
後
見
人
（
保
佐
人
・
補
助

人
）
と
し
て
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
方
か
ら
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

９
月
３
日
㈪
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
／
場
所　

社
会
福

祉
協
議
会
／
専
門
職
の
後
見
人

等
を
対
象
と
し
た
「
第
三
者
後

見
人
等
連
絡
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
／
あ
ん
し
ん
東
大
和

☎
042
―
590
―
０
０
１
８
へ
。

い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

８
月
17
日
㈮
午
後
５
時
～
７

時
／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
東
大
和
寮
／
500
円（
軽

食
・
飲
物
を
用
意
し
て
あ
り
ま

す
）
／
申
込
方
法
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、「
中
小
機
構
ビ
ジ

ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
／
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ

ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
担
当

☎
042
―
565
―
１
１
９
５
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
地
域
を
支
え
る
力
に
な
り
ま

せ
ん
か
～
さ
わ
や
か
講
座
を
開

催
し
ま
す

　

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
８
月
30
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人（
申
込

順
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り

方
の
話
、
試
食（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
育
児
相
談
会
～
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
～

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
も
歓
迎
）
／
８
月
22

日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

子
育
て
に
つ
い
て
情
報
交
換
し

ま
し
ょ
う
／
母
子
健
康
手
帳
／

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
育
児
相
談
会
～
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ
～

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

情報マップ

参
加
も
歓
迎
）
／
８
月
31
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
11
時
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
小
児

科
医
と
の
相
談
が
で
き
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
成
人
健
康
相
談

　

健
診
結
果
の
見
方
や
禁
煙
相

談
な
ど
、
健
康
相
談
に
保
健

師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
が

応
じ
ま
す
／
８
月
24
日
㈮
午
前

10
時
～
11
時
30
分
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
当
日
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
／
健

診
結
果
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
／
９
月
５
日
㈬
午
前

10
時
～
正
午
（
事
前
予
約
制
）

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
女
性
の
い
き
い
き
健
康
教
室

（
保
育
付
）

～
若
い
と
き
か
ら
キ
ラ
キ
ラ
健

康
生
活
！
心
も
体
も
き
れ
い

に
！
～

　

子
ど
も
が
い
た
り
、
仕
事
や

家
事
で
忙
し
い
と
自
分
の
健
康

は
つ
い
後
回
し
に
な
り
が
ち
で

す
。
若
い
と
き
か
ら
運
動
や
食

事
に
少
し
気
を
つ
け
る
だ
け
で

病
気
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

手
軽
に
で
き
る
運
動
や
健
康
的

な
食
事
を
日
常
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
て
、
心
も
体
も
き
れ
い

に
若
々
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！
／
市
内
在
住
の
20
～
40
歳

代
の
女
性
／
９
月
12
日
㈬
午
後

１
時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申

込
順
）
／
運
動
指
導
士
に
よ
る

体
操
の
実
技
・
骨
密
度
測
定
、

保
健
師
・
栄
養
士
講
話
／
筆
記

用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水
（
水

分
補
給
用
）／
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
／
保
育

あ
り
（
対
象
：
首
が
座
っ
た
以

降
～
１
歳
未
満
の
乳
児
。
定

員
：
６
人
）

■
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

市
で
は
、
高
額
な
特
定
不
妊

治
療
（
体
外
受
精
及
び
顕
微
授

精
）
を
受
け
る
方
に
対
し
て
、

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
に
加
え
、

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
制
度
の
「
精
巣

内
精
子
生
検
採
取
法
等
に
係
る

医
療
費
助
成
」
を
同
時
に
受
け

た
方
に
お
い
て
も
、
現
行
制
度

の
特
定
不
妊
治
療
の
助
成
額
に

加
え
、
上
限
３
万
円
を
限
度
と

し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
者
は
、
東
京
都
特

定
不
妊
治
療
の
助
成
承
認
決
定

を
受
け
た
市
民
の
方
で
す
。
申

請
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
の
決

定
通
知
の
写
し
／
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明
書

の
写
し
／
特
定
不
妊
治
療
に
係

る
領
収
書
の
写
し
／
振
込
口
座

の
口
座
番
号
、
口
座
名
義
人
等

を
確
認
で
き
る
書
類
・
申
請
者

の
印
鑑

　

ま
た
、
申
請
書
等
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
細
は
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
熱
中
症
に
注
意
！

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
空
調

設
備
の
使
用
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝

え
し
ま
す
。

①
設
定
温
度
：
エ
ア
コ
ン
の
設

８月15日（水）は73回目の終戦記念日です。戦争により尊い命をなくされた方々の冥福と、恒久平和の実現を祈念
するため、正午から1分間の黙とうにご協力をお願いします／問合せ　社会教育課・内線1554まで
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東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

東
大
和
市
中
央
３―

 

    ―
 

１

918

※

○
○
○
○
○
申
込
み

   

〔
希
望
す
る
検
診（
健
診
）名
を
記
入
〕

62円分
 の切手

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．  生年月日・年齢・性別
４．電話番号

　
５．検診日時

① ○月○日（○曜日）午前・午後
② ○月○日（○曜日）午前・午後
③ ○月○日（○曜日）午前・午後

（はがきウラ）

※肺がん検診は以下についても記入
してください（第1～3希望日、午前、
午後を選び記入してください）。

※必ず大腸がん検診同時実施の有無
も記入してください。

成
人
健
康
診
査

　
　
　
　 （
若
年
層
）

肺
が
ん
検
診

　
　
　
　    （
後
期
）
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遣
先
）
か
ら
指
揮
命
令
を
受
け
、

仕
事
（
事
務
、
営
業
、
品
出
し
、

接
客
、
調
理
、
運
転
、
製
造
、

保
育
補
助
等
）
に
従
事
し
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
の
入
会
、
事
業

主
か
ら
の
発
注
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1041まで

■
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方
、
経
験
者
他

／
①
８
月
19
日
㈰
②
９
月
16
日

㈰
午
前
10
時
～
11
時
45
分
／
■場

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め

／
10
人
位
／
介
護
の
話
や
情
報

交
換
／
認
知
症
の
家
族
同
伴
の

場
合
は
事
前
予
約
／
■費
100
円
／

■問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
042
―
565
―
９
７
７
８

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
設
立
20
周
年
映
画
会
（
ま
め

の
会
）
／
９
月
２
日
㈰
午
前
10

時
～
11
時
30
分
（
９
時
30
分
開

場
）
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／

先
着
150
人
（
車
椅
子
の
方
は
要

連
絡
）
／
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」

／
■問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め
042
―
565
―
９
７
７
８

■
「
み
ん
な
の
家
」
新
施
設
建

設
支
援
「
ど
ん
ぐ
り
の
家
」
上

映
会（「
み
ん
な
の
会
」
を
さ
さ

え
る
会
）
／
８
月
25
日
㈯
午
前

10
時
30
分
、
午
後
２
時
／
■場
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
聴
覚
・
知

的
の
重
複
障
害
の
少
女
の
成
長

と
作
業
所
立
ち
上
げ
の
運
動
を

描
い
た
感
動
の
ア
ニ
メ
映
画

（
字
幕
ス
ー
パ
ー
付
）／
■費
一

般
千
円
、
障
害
者･

小
中
学
生

500
円
（
当
日
券
有
）
／
■問
み
ん

な
の
家
042
―
567
―
０
２
６
７

■
ア
ル
フ
ェ
ス
タ
吹
奏
楽
団
第

12
回
定
期
演
奏
会
（
ア
ル
フ
ェ

ス
タ
吹
奏
楽
団
）
／
８
月
26
日

㈰
午
後
２
時
か
ら
／
■場
ハ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ル
／
■問alfestabrass

@
gm

ail.com

■
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

と
歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ

ー
ダ
ー
会
）
／
市
民
／
８
月
28

日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
／
■場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
と

み
ん
な
で
歌
を
歌
う
集
い
／
■費

100
円
／
■持
飲
料
水
／
■問
後
藤
042

―
562
―
９
５
５
８

■
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
あ

な
た
に
も
実
は
あ
る
か
も
〝
子

宮
筋
腫
〟」（
社
会
医
療
法
人
財

団
大
和
会
）
／
９
月
１
日
㈯
午

後
３
時
30
分
～
４
時
30
分
／
■場

武
蔵
村
山
病
院
／
■講
中
山
靖
夫

／
申
込
不
要
／
■問
大
和
会
法
人

本
部
広
報
企
画
課
042
―
567
―
８

３
０
７

■
肩
掛
け
人
形
芝
居
「
さ
ん
ま

い
の
お
ふ
だ
」（
東
大
和
子
ど
も

劇
場
）
／
幼
児
低
学
年
／
９
月

９
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
／
■場

南
街
公
民
館
／
50
人（
申
込
順
）

／
人
形
舞
台
を
肩
か
ら
か
け
そ

の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
形

劇
／
■費
千
六
百
円
／
■申
東
大
和

子
ど
も
劇
場
042
―
563
―
８
９
３

４
へ

■
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
無
料
体
験

（
小
さ
な
弓
の
会
）
／
３
歳
児

か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
／
９
月
９
日

㈰
・
16
日
㈰
・
30
日
㈰
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
（
一
人
30

分
）
／
■場
中
央
公
民
館
／
15
人

（
申
込
順
）
／
■講
嵩
岡
文
／
■申

９
月
５
日
ま
で
に
野
口
090
―
５

３
２
９
―
０
９
０
２
へ

■
手
作
り
カ
フ
ェ
（
ま
ち
ラ

ボ
・
ぴ
ぃ
～
す
）
／
市
民
／
９

月
12
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
／
■場
中
央
公
民
館
／
手

芸
折
り
紙
お
し
ゃ
べ
り
何
で
も

あ
り
／
■費
100
円
／
■問
髙
橋
042
―

561
―
０
３
８
８

■
野
球
会
員
募
集
（
東
大
和
ク

ラ
ブ
）
／
58
歳
以
上
の
男
女
／

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

正
午
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
上

仲
原
野
球
場
／
野
球
を
通
じ
て

高
齢
者
の
健
康
作
り
や
仲
間
作

り
／
■入
三
千
円
／
■月
二
千
円
／

■問
羽
生
042
―
562
―
０
１
１
３

■
ヨ
ガ
会
員
募
集
（
ヨ
ガ
愛
好

会
）
／
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時

30
分
～
正
午
／
■場
向
原
老
人
福

祉
館
／
老
人
の
方
で
も
可
能
で

す
。
い
つ
で
も
入
会
可
／
■月
千

五
百
円
／
■問
矢
嶋
042
―
511
―
９

９
６
５

□□□■
８
月
29
日
㈬
～
９
月
４
日
㈫

は
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

110
番
」
強
化
週
間
で
す
／
学
校

で
の
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内
で

の
児
童
虐
待
で
悩
ん
で
い
た
ら
、

１
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
／
電
話
番
号　

０
１
２
０

―
007
―
110
／
開
設
時
間　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５

時
）
／
強
化
週
間
外
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
平
日

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）
／
■問
東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部
第
二
課
03
―
５
２
１
３

―
１
２
３
４

■
夜
の
里
山
映
画
会
（
西
武
・

狭
山
丘
陵
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）
／

親
子
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）
／
９
月
15
日
㈯
午
後
５

時
30
分
～
８
時
／
■場
都
立
野
山

北
・
六
道
山
公
園
里
山
民
家
／

120
人
（
抽
選
）
／
■費
500
円
／
■申

８
月
31
日
ま
で
に
都
立
狭
山
公

園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
042
―
393
―

０
１
５
４
へ

■
た
ば
こ
販
売
業
者
の
方
へ
～

た
ば
こ
税
の
手
持
品
課
税
に
関

す
る
説
明
会
の
ご
案
内
～

　

た
ば
こ
税
関
係
法
令
の
改
正

に
よ
り
平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
た
ば
こ
税
の
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
た
ば
こ

販
売
業
者
を
対
象
に
た
ば
こ
税

の
手
持
品
課
税
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
た
ば
こ
販
売

業
者
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
／
開
催
日　

９
月
３
日

㈪
・
４
日
㈫
・
６
日
㈭
・
７
日

㈮
（
開
催
時
間
・
対
象
地
域
に

つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

／
会
場　

立
川
地
方
合
同
庁
舎

（
立
川
市
緑
町
４
―
２
）
／
■問

立
川
税
務
署
法
人
課
042
―
523
―

１
１
８
１

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

納期限　8月 31 日（金）
・市・都民税　　　　　　　　　第 2期
・国民健康保険税　　　　　　　第 2期
・介護保険料　　　　　　　　　第 2期
　　お問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで
・後期高齢者医療保険料　　　　第 2期
　　お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
・
点
字

　

図
書
の
利
用
は
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
好
き
嫌
い

ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
，

ト
ム 

著

・
子
ど
も
の
貧
困　
　
　

 

渡
辺 

由
美
子 

著

・
ク
リ
ス
ト
フ
・
ル
メ
ー
ル
挑
戦

平
松 

さ
と
し 

著

・
人
間
に
向
い
て
な
い

黒
澤 

い
づ
み 

著

〈
児
童
書
〉

・
旅
の
絵
本
Ⅸ安

野 

光
雅 

著

・
も
ぐ
ら
は
す
ご
い

ア
ヤ
井 

ア
キ
コ 

作

〈
録
音
図
書
〉

・
運
が
開
け
る
〈
欽
言
録
〉

　
　

 　

      

萩
本 

欽
一 

著

〈
点
字
図
書
〉

・
ブ
ル
ー

　
　

 　

      

久
美 

沙
織 

著

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

健康ひとくちメモ

「備蓄食品の管理は万全ですか？」
～災害に備えてチェックしましょう～
　みなさんのご家庭では、災害時用備蓄
食品を準備されていますか。近年、各地
で地震や大雨などの自然災害がおこって
います。そこで、災害時でも健康に気を
つけるために、ご家庭での災害用備蓄食
品の管理について、そのポイントをご紹
介します。
　まず、ご家庭で備蓄食品を選ぶときは、
①おいしいこと、②自分の好きなもので
あること、③普段食べ慣れていること、
④心と体を元気にする（栄養がとれる）
ものであること、⑤少なくとも６か月以
上日もちすることの５つの視点をふまえ
ると、満足度が高くなります。初めて食
べるものは、口に合わなかったり、食欲
がわきづらいこともあります。特にお子
さんは、普段から食べ慣れている食品を
備蓄することが大切です。家族みんなで
備蓄食品を決めましょう。
　そして、備蓄食品の管理について次の
ような項目でチェックしましょう。
①調理せずにすぐに食べられる食品や飲
料はあるか（レトルトパウチ食品や缶詰
めなど）
②おなかの足しになる食品はあるか（シ
リアルや玄米、乾めんなど）
③たんぱく質がとれる食品はあるか（肉
や魚介の加工品、大豆製品など）
④体調を整える食品はあるか（ドライフ
ルーツ、乾物など）
⑤賞味期限を把握しているか
⑥保管場所は複数に分けてあるか（玄関、
寝室、車中など）
⑦１週間程度の食事作りをするための燃
料はあるか（カセットコンロ、ガスボン
ベなど）
⑧乳幼児や高齢者などが家族にいる場合、
そのための準備をしているか（ミルク、
介護食など）
　暑い時期は食品の品質も低下しやすく
なります。この時期を利用して、備蓄食
品をチェックし、良好な状況で管理し備
えることをおすすめします。
　健康に関する相談・お問い合わせは、
市立保健センター☎042-565-5211まで。

◎
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

　

当
会
主
催
の
手
話
講
習
会
上

級
修
了
者
等
を
対
象
に
、
手
話

通
訳
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
手
話
通
訳
者
登

録
認
定
審
査
を
受
験
す
る
場
合
、

こ
の
講
座
の
受
講
修
了
が
必
須

要
件
と
な
り
ま
す
。

対
象　

手
話
講
習
会
（
上
級
）

を
修
了
し
、
今
年
度
の
東
大
和

市
手
話
通
訳
者
登
録
認
定
審
査

を
受
験
す
る
方
で
、
か
つ
合
格

後
に
手
話
通
訳
活
動
が
可
能
な

方
／
日
時　

９
月
３
日
～
平
成

31
年
３
月
４
日
の
毎
週
月
曜
日

（
全
20
回
。
祝
日
・
年
末
年
始

は
除
く
）
い
ず
れ
も
午
後
７
時

～
９
時
／
場
所　

社
会
福
祉
協

議
会
他
／
修
了
要
件　

講
座
に

４
分
の
３
以
上
出
席
し
た
方
／

費
用　

一
、
〇
八
〇
円
（
資
料

代
等
。
講
座
初
日
に
集
金
）
／

申
込
み　

８
月
27
日
㈪
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
☎
042
―
564
―

０
０
１
２
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

労
働
者
派
遣
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
員
は
（
公
財
）

東
京
し
ご
と
財
団
に
雇
用
さ
れ

た
労
働
者
と
し
て
、事
業
主（
派
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“戦争” を伝える
　今年も、戦争と平和に思いを馳

は
せる季節

が巡ってきました。
　マス-メディアでは、特別企画が盛んに組
まれ、高齢の母と、これについて語り合い
ます。
　そんな時に感じるのは、戦前･戦中を生き
抜いた人たちと私を含む戦後生まれの人間
との間にある、戦争認識のギャップです。
　私自身、子どもの頃から、戦前･戦中派の
方々の生の戦争体験を聞くと、戦争体験を
持たない自分に気後れを覚えてきました。
　でも、こうした方々との出会いのお陰で、
私にも戦争の惨禍の実像が確実に伝えられ、
平和愛好精神が、私の内面にしっかりと形
成されました。感謝です。
　そして、今年還暦を迎え、歴史を語り伝
える番になってきて、戦争の実体験を持っ
ていない私が後進へ戦争記憶をどのように
伝承すべきか、考えるようになりました。
　この様な自問を抱える中で、東大和市指
定文化財『旧日立航空機株式会社変電所』
の戦争遺跡を、初めて訪ねました。
　建物を眼にしてショックだったのは、壁
に無数に残る弾痕です。73年前の激烈な戦
時にタイムスリップしたような錯覚を覚え
ました。
　お話しによれば、竣工して80年が経って
いる上、戦時中に激しい爆撃も受けている
ので、保存･公開の継続のためには、今の時
代の技術による補強工事が必須とのことで
す。
　これは、戦争記憶伝承にも参考になる考
え方、と感じました。
　戦前･戦中派の方々の証言を生々しく伝
えるにとどまらず、今の時代の言葉に置き
換えて、戦争体験をわかりやすく伝える事
が必要、と思います。そうした形で、戦前
･戦中派の方々の話を直に聴いてきた世代
としての責任を、果たしたいです。
　市では、変電所保存のために、｢ふるさと
納税｣ による寄付を募っています。
　私も、寸志を献げようと思います。

（市民記者　浅利和彦）

市
レポート

記民 者

■
国
民
年
金
の
保
険
料
は
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、全
国
の
銀
行
・

郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用

金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

お
申
込
み
の
際
は
、
年
金
事

務
所
、
市
役
所
及
び
金
融
機
関

に
備
え
付
け
の
申
出
書
に
必
要

な
事
項
を
記
入
し
て
、
口
座
振

替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
等
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す　

　

国
民
年
金
保
険
料
が
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
年
金
事
務
所
、

市
役
所
に
備
え
付
け
の
申
出
書

に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険

料
は「
定
額
保
険
料
」及
び「
付

加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険
料
」

で
す
。

　

過
去
の
未
払
い
分
及
び
保
険

料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る

場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
毎
月
払
い
（
毎
月
の
保
険

料
を
当
月
末
に
支
払
い
）
に
は

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
年
前
納
、
一
年
前
納
及
び

半
年
前
納
の
割
引
額
は
、
現
金

で
納
付
す
る
場
合
と
同
額
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お

支
払
い
回
数
は
一
回
払
い
の
み

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制

度
に
つ
い
て

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過

去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

年
金
事
務
所
へ
申
し
込
み
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
申
込
期
限　

９
月
28
日
㈮

・
納
付
期
限　

９
月
30
日
㈰

※
市
報
６
月
15
日
号
で
、
申
し

込
み
は
９
月
30
日
と
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
９
月
30
日
は
日
曜

日
の
た
め
、
９
月
28
日
ま
で
に

手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
─
003

─
004
ま
た
は
立
川
年
金
事
務
所

へ
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

第210回ロビーコンサート葉月
「クラシック名曲選～フルート・オカリナ・ピアノで紡ぐ～」
8月29日㈬正午開演／入場無料

大・小ホールは平成31年9月分、その他の
施設は平成31年3月分です。なお、市民を
対象とした調整会議は、9月1日（土）午後
1時30分から行います。

募集中の講座

友の会
先行

一般
電話

一般
窓口

8／21 8／25 8／26

■クリスマス／アヴェ・マリア　サンクトぺテルブルグ室内合奏団
12月15日（土）午後1時開演／大ホール／全席指定／一般4,500円（友の会
4,000円）／ハミングホールにサンクトペテルブルグ室内合奏団がやってきます。
豊かな弦のハーモニーと幻想的なハープの響き、透き通ったソプラノの歌声が
聖夜を彩ります。バロックの傑作をはじめとした名曲の数々を、心を込めてお届
けします。※未就学児の入場はご遠慮ください。

■歌舞伎「応挙の幽霊」身近
にたのしむ伝統芸能＠ハミン
グホール
9月30日（日）午後2時開演／大ホール／
全席自由／一般3,000円（友の会2,500
円）高校生以下1,000円／ハミングホー
ルで伝統芸能「歌舞伎」を身近に感じて
いただくためのスペシャルプログラム。

■友好都市　喜多方マイスター講座　雄国　根曲り竹細工体験

ロビーコンサート 9月の施設利用申込み

チケット発売中

東大和市民会館
ハミングホール

新規発売

窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館

（火） （土） （日）

10月6日（土）①午後1時から②午後3時30分から（各回2時間予
定）／小ホール／受講料2,000円／対象年齢：中学生以上／定員
：各回10人（申込順）／申込方法は窓口または往復はがきにて
　往復はがきの申込方法
往復はがきの往信欄に、①講座名・希望時間②住所③氏名④年齢⑤性別⑥電
話番号、返信欄の宛先に住所を記入し、ハミングホール宛（〒207-0013東大和
市向原6-1）に郵送してください。※必要事項の記入漏れは無効となります。

アプリケーションソフト 
「東大和スタイル」をご利用ください  
「東大和スタイル」は、東大和市の子育て支援情

報や観光情報が掲載されているほか、お子さんの
予防接種記録管理や健康ウォーキングマップを見
ることもできます。 

お手持ちのスマートフォンから無料 
でダウンロードすることができます。 

なお、通信料は自己負担です。 
▷問合せ　市立保健センター　☎042-565-5211まで。 

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 8 ・ 1 5 8東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　TEL　042-528-3722へ

広告


